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［名］ 定 。三昧。精神統一。สมาธ UิC�OCCVJ�!̧
じょう さんまい せいしんとういつ

［動 （王族または僧が）水浴する（Ⅲ 。สรงน้ํา UQ�0 PC"CO- ］ ）
おうぞく そう すいよく

［ ］ 。 、สรณตรยั UC�TC"PC" VTCK- 名 三帰依処：頼るべきところ すなわち
さん き え しょ たよ

すなわち仏・法・僧の三宝。
ぶつ ぽう そう さんぼう

［動］ 経 を読む（Ⅰ 。 経 をあげるสวดพระสตูร UW�CV RJTC"! UW�WV- - ）
きょう よ きょう

（Ⅱ 。経を唱える（Ⅱ 。） ）
きょう とな

［動］アビダンマを唱えるสวดพระอภธิรรม UW�CV RJTC"! !C�RJ�V̧JCO- -
とな

Ⅱ ：すなわち 火葬の時に 僧が アビダンマ・サンガハ を唱（ ） 、 、 『 』
か そう とき そう とな

えること 『アビダンマ・サンガハ』は 十 一～ 十 二世紀のセイロ。
じゅういち じゅう に せい き

ンの学僧・アヌルッダが著 したパーリ仏教 教 理の綱要書。
がくそう あらわ ぶっきょうきょう り こうようしょ

［動］読 経 する（Ⅲ 。 経 文を唱える（Ⅱ 。สวดมนตUW�CV OQP- ） ）
ど きょう きょうもん とな

［名］天。天界。天国。天 上 。สวรรคUCYC�P てん てんかい てんごく てんじょう

［名］同 教 信者。同 宗 信者。信仰を同สหธรรมกิ UC�JC� VJCOO�M̧-
どうきょうしんじゃ どうしゅうしんじゃ しんこう おな

じくする人。
ひと

名 結 集 ：仏滅後 異論สงัคายนา, สงัคตี UิC�0MJCC[C"PCC UC�0MJKKV�º!, ［ ］ 、
けつじゅう ぶつめつ ご い ろん

を止め 教団を統一するため 代表 者が集まって仏陀が遺した教、 、
と きょうだん とういつ だいひょうしゃ あつ ぶつ だ のこ おし

えを集め、経 典を編 集 したこと。
あつ きょうてん へんしゅう

名 僧 磨：授戒・ 悔などの戒律に関สงัฆกรรม UC�0MJC" MCO- ［ ］ 伽羯 懺
そうぎゃこん ま じゅかい ざん げ かいりつ かん

する作法。戒律において授戒・ 悔などを行 う際の宣誓式。懺
さ ほう かいりつ じゅかい ざん げ おこな さい せんせいしき

［名］僧 への布施：僧個人への布施はสงัฆทาน UC�0MJC" VJCCP- 伽
そう ぎゃ ふ せ そう こ じん ふ せ

（ ）と言う。บคุลกิทาน DW�MMJC"N�̧MJC� VJCCP-
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［名］破僧 。破和合僧： 教 団の分裂をはสงัฆเภท UC�0MJC RJG@GV- 伽
は そうぎゃ は わ ごうそう きょうだん ぶんれつ

かること。罪過の一つ。 ／二百 二 十 七戒« ศลี 227ざい か ひと に ひゃく に じゅうしちかい

［名］僧 梨衣。大衣：三衣の一つ。比丘の衣สงัฆาฏ UิC�0MJCCV�º! 伽
そうぎゃ り え だい え さん え ひと び く ごろも

の中でもっとも大きい衣 。寒いときに、上 衣のうえにまとう布。
なか おお ごろも じょう え

ไตรจวีร©

名 僧残罪：戒律で定められた罪の一สงัฆาทเิสส UC�0MJCCVJ�U̧G�GV ［ ］
そうざんざい かいりつ さだ つみ ひと

つ罪過の一つ。 ／二 百 二 十 七戒« ศลี 227ざい か ひと に ひゃく に じゅうしちかい

［名］僧 藍。 藍。สงัฆาราม UC�0MJCCTCCO 伽 伽
そう が らん が らん

名 僧侶の居 住 区域：僧房 食堂 学堂สงัฆาวาส UC�0MJCCYC@CV ［ ］ 。 。
そうりょ きょじゅう く いき そうぼう じきどう がくどう

などからなる。

［名］植 物 を除く生きもの。一般には人間を除く。しかสตัวUC�V しょくぶつ のぞ い いっぱん にんげん のぞ

し、仏 教 語としては、有 情 、衆 生 であり、人間植 物 を含む生
ぶっきょう ご う じょう しゅじょう にんげんしょくぶつ ふく い

きているものを意味する。
い み

［名］沙弥：見習い僧。沙門の候補者。満สามเณร UC�COOC" PGGP-
しゃ み み な ら そ う しゃもん こう ほ しゃ まん

七歳以 上 の出 家者で十戒を守る男性。
しちさい い じょう しゅっ け しゃ じっかい まも だんせい

［名］沙弥尼：見習い尼。 出 家して十戒สามเณร UีC�COOC PGGTKK-
しゃ み に み な ら に しゅっ け じっかい

を受けているが、まだ具足戒を受けていない女性。
う ぐ そくかい う じょせい

［名］声 聞。仏弟子。สาวก UC�CYQ"M
しょうもん ぶつ で し

［動］還俗する（Ⅲ ：一度 出 家したものが、再 び俗人にสกึ U��M ）
げんぞく いち ど しゅっ け ふたた ぞくじん

かえること。

［名］楽。安楽。幸福。สขุ UW�M
らく あんらく こうふく
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名 三善趣：六趣のうち 天・人・修羅の三สคุต 3ิ UW�MJC"V�º! UC�CO- ［ ］ 、
さんぜんしゅ ろくしゅ てん にん し ゅら みっ

つ。行けば安楽のあるところ。 ／六道« คต 6ิい あんらく ろくどう

［名］善 行 。 妙 行 ：正しい行 い。สจุรติ UW�VECT�ºV
ぜんぎょう みょうぎょう ただ おこな

名 三善 行 三 妙 行 三善業：三つの正สจุรติ 3 UW�VECT�ºV UC�CO- ［ ］ 。 。
さんぜんぎょう さんみょうぎょう さんぜんごう みっ ただ

% ©しい 行 い。すなわち、 身体による正しい 行 い（身善 行
おこな しん たい ただ おこな しんぜん ぎょう

） 正しい言葉（口善 行 ） 正しい 考 えกายสจุรติ วจสิจุรติ& © '
ただ こ とば く ぜんぎょう ただ かんが

（意善行 。© มโนสจุรติ）い ぜんぎょう

名 善言 格言 金言 諺 ：古人の残した模範สภุาษติ UW�RJCCU�ºV ［ ］ 。 。 。
ぜんげん かくげん きんげん ことわざ こ じん のこ も はん

となる尊 い言葉。
とうと こ とば

［名］太陽暦。陽暦。สรุยิคต UิWTK[C MJC"V�º!-
たいようれき ようれき

［名］ 経 ：仏陀の説いた教えを文 章 にまとめたもの。สตูร UW�WV
きょう ぶつ だ と おし ぶんしょう

［動］水をそそぐ（Ⅰ 。水をかける（Ⅱ 。ใสน้ํา UC�K PC"CO- ） ）
みず みず

［動］托鉢の鉢に布施を入れる（Ⅱ 。ใสบาตร UC�K DC�CV- ）
たくはつ はち ふ せ い
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